
８月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

る「園芸・畑班」、認知症カフェに参加したい、
または参加している認知症フレンズ同士が情報
交換する「認知症カフェ班」、認知症にフレン
ドリーなまちづくりを考える「まちづくり協議
会」など７つあり、フレンズ自身の得意なこと、
関心のあることを選んで班活動をしています。

笑顔と安心感を提供する喜び
私は、医療・介護の現場で働いていた経験の

中で認知症の人と接することがあり、さまざま
な課題を目の当たりにしました。「これからは
介護の世界が大切」との思いに至り、現在、認
知症フレンズの一員として活動しています。
園芸・畑班の活動では、育てた野菜を収穫し

たり一緒に調理して食べたりします。認知症当
事者の皆さんが気持ちを表し、笑顔を見せてく
れると、とてもうれしいし、お役に立ちたい気
持ちが湧いてきます。安心感を提供することが
大切なのだなと、実感しています。

認知症になってもひとりぼっちじゃない
四日市には「ステップ四日市」という素晴ら

しい認知症支援の拠点があります。不安なこと
があれば気軽に訪れてほしいです。たとえ認知
症になっても、ひとりぼっちにはならないし、
必ず誰かが助けてくれます。きっと居場所が見
つかると思います。
さらに今後は、認知症の人やその家族のやり

たいこと、助けてほしいことを、地域でお手伝
いする仕組みも作っていこうと活動しています。
それぞれの地域が認知症に優しいまちになるこ
とを願ってやみません。

拠点施設で７つの班活動を実践
市が主催する「認知症サポーター養成講座」
を修了し、認知症当事者らと一緒に歩むパート
ナーとして活動するボランティアが、「認知症
フレンズ」です。令和６年３月末時点で49人
が登録しています。
活動の拠点は、昨年６月に開所した介護予防
等拠点施設「ステップ四日市」（日永東一丁目）
です。具体的な活動は、畑で野菜や花を栽培す

認知症の当事者や家族に寄り添う

ボランティア「認知症フレンズ」

認知症の当事者や家族と、共に支え合いなが
ら友達や仲間のように活動する「認知症フレン
ズ」。地域に認知症への理解の輪を広げ、「認知
症フレンドリーなまちづくり」を目指そうと
日々活動しています。メンバーの一人、高橋好

よし

美
み

さんに、活動や助け合う社会の必要性などに
ついてお聞きしました。

「認知症フレンズ」の活動について語る
高橋さん

「ステップ四日市」の畑での
園芸活動

畑で収穫した野菜を使った試食会
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三重平中学校の３年生が主体的な学習の一
環として、修学旅行先の千葉県で本市をPR
してきてくれました。
千葉県のイオン海浜幕張店でプレゼンテー
ション形式の発表を行い、現地でも大好評で
あったとの評判を聞きつけ、私も三重平中学
校を訪れ、PR活動について生徒たちに直接
聞いてきました。
プレゼンテーションは、「四日市の魅力」、

「ふるさと納税の返礼品」、「ふるさと納税の
寄附金の活用」の３つの項目に分かれていま
した。
四日市の魅力を伝えるために、例えば、「コ
ンビナート夜景がきれいです。」と言うだけ
ではなく、四日市港の始まりや、四日市公害
を経験し、環境を改善してきた歴史なども交
えた紹介をしてくれました。
ふるさと納税の返礼品については、本市の
700種類を超える返礼品の中から、PRする
返礼品を選ぶことも大変だったと思います。
本市の代表的な地場産品の萬古焼や、返礼品
の人気ランキング上位のごま油を選ぶ班が多
い中、ある班は、まぐろレストランの商品を

PRしてくれました。なぜその品を選んだのか、
理由を聞いてみると「何度か食べたことがあ
って、おいしかったから。」と、なんとも中
学生らしい答えでしたが、自らの体験に基づ
いたPRをすることは、PRの基本かもしれま
せんね。
さらには、ふるさと納税の寄附金の活用方

法として、コミュニティー施設の建設や街灯
の設置などさまざまな提案をしてくれました。
PR活動前には直接お客さんに告知チラシ

を配布し、予想より多くの観衆が集まって緊
張したようですが、プレゼンテーションをす
るために、生徒たちは、いろいろな工夫をし
たと教えてくれました。笑顔で、大きくはっ
きりした声で、身振り手振りも交えてなど、
どうしたら四日市の魅力をしっかり千葉県の
人に伝えられるかを意識したそうです。
修学旅行の貴重な時間を利用して、本市の

未来を担う若者が遠く離れた千葉県で本市の
PRをしてくれたこと、郷土愛を深めたこと
を嬉しく思います。

 三重平中学校３年生が四日市をPR！

vol.40

【三重平中学校３年生と一緒に】

【千葉県でのプレゼンテーション】
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